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pHの調整について～中和と希釈の違い～
　水の pH の調整方法は、主に中和と希釈の２つ。
中和とは、酸性の廃水に対してはアルカリ性、ア
ルカリ性の廃水に対しては酸性の溶液を反応さ
せ、中性へと近づける方法。希釈とは、廃水を真
水で薄めて水素イオン等の濃度を下げ、中性へと
近づける方法。
　中和には酸性やアルカリ性の薬品を必要とし、
希釈には大量の水道水が必要となる。一般的に中
和の方が安く抑えられ、希釈は現実的でないとさ
れている。
※いずれの方法も pH 調整における定義であり、
正確な中和・希釈の定義とは異なる。
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慢性透析患者数の推移

※日本透析医学会「慢性透析患者に関する基礎集計」より

※金額は名古屋市の公共料金等を基に試算した参考値です。 
※中和槽の維持管理費用は別途かかります。

中和
¥1,592

―

¥53

¥1,645

電気代・薬品代

水道料金（59.4㎥使用）

下水道料金

合計

希釈
―

¥19,935

¥15,894

¥35,829

pH3の透析廃水600L（30床分の洗浄薬品）を
pH5へ調整する場合にかかるコスト比較
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▲通常の下水道管

▲腐食した下水道管
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営業担当者の
　当院は「しっかり食べて、しっかり透析」をキーワードに、透析患者
さんの「元気で長生き」と「自立した生活」を支援するため、2016 年
12 月、大阪市の南堀江に開院しました。「しっかり透析」とは、長時間
透析や頻回透析などで十分な透析量を確保し、身体に優しい透析を行う
こと。それを実現するため、就寝中に透析を行う「オーバーナイト透析（8
時間透析）」、中 2 日を作らないための「日曜透析（週 4 回透析）」、水泥
新聞第 35 号でも取り上げられた「在宅血液透析」などを提供しています。
　開院にあたり、患者さんへの配慮だけでなく、環境への配慮は欠かせ
ない重要事項です。当院ではその一環として、FJPⅡを導入。テナント
物件のため、床下にポンプ槽を格納する
という、少し変則的な設置方法となりま
したが、お陰さまで日々のメンテナンス
も非常に楽で、特にトラブルもなく、約 2
年が経過しようとしています。

（マネージャー 臨床工学技士　茂原仁氏）

医療法人やまびこ会
堀江やまびこ診療所
所在地 ● 大阪府大阪市西区南堀江
　　　 3丁目9-11
　　　 堀江家具新館ビル1・2階
電話 ● 06-6532-0303 
URL  ● http://yamabico.or.jp/

酸
性
や
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
透

析
廃
水
を
下
水
道
に
流
す
た
め
に

は
、
pH
調
整
が
可
能
な
処
理
設
備

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
フ
ジ

ク
リ
ー
ン
は
F
J
P
II ︲

S
（
以

下
、
S
）
と
F
J
P
II ︲

M
（
以

下
、
M
）
の
2
つ
の
産
業
廃
水
処

理
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
透
析
廃
水
を
正

し
く
処
理
。
地
上
設
置
型
の
S
と

業
界
初
と
な
る
地
下
埋
設
型
の

M
、
ど
ち
ら
も
コ
ン
パ
ク
ト
ス
タ

イ
ル
で
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
。
都

心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
ワ
ン
フ

ロ
ア
を
利
用
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
、
限
ら
れ
た
空
間
に
も
設
置
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ビ
ル
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
利
用
し

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
自
然
勾
配

を
利
用
し
て
透
析
廃
水
を
処
理
装

置
に
送
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ

で
活
躍
す
る
の
が
、
中
継
ピ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
ポ
ン
プ
槽
。
フ
ジ
ク

リ
ー
ン
の
中
継
ピ
ッ
ト
は
、
フ
ロ

ア
床
と
か
さ
上
げ
床
の
狭
い
空
間

に
設
置
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
設
計

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

対
応
で
き
る
。

業
界
初
の

地
下
埋
設
タ
イ
プ
も

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

市
街
地
の
ビ
ル
に
も

対
応
可
能
な

中
継
ピ
ッ
ト

FJPII-S型
（地上設置タイプ）
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（地下埋設タイプ）

クリニックの

▲ 1階の駐車場に設置されたFJPⅡ-S型
大阪支店 営業課
山本将史

▲中継ピットの導入事例

　透析クリニックはテ
ナントビルの一角で開
業する、いわゆる「ビ
ル診」である場合が多
く、中和槽の設置場所
や排水管を通すルート
が限られています。私
たち営業担当は、その
ような条件下でも施工

可能なプランのご提案に努めております。左のコラムで
コメントを頂いた堀江やまびこ診療所様も担当させて頂
きましたが、当時は限られたスペースで排水を中和槽へ
送る為に、中継ピットをご提案しました。何度も現場に
赴いては打合せを重ね、無事に製品を納
めることができました。このような経験
を積みながら、お陰様で、これまで多く
の病院様やクリニック様からご採用を頂
くことが出来ました。これからも全国の
病院・クリニック様が安心して透析排水
を流せる様、研鑚を積みたいと思います。

中継ピットの設置例

FJPⅡ-S型透析装置

中継ピット
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